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糸魚川市駅北大火被災者・関係者説明会 議事録 

日 時 令和元年 7月 18 日（木）19：00～20：10 場所 糸魚川地区公民館３階大ホール 

件 名 

（１）復興関連工事の予定について 

  ①全体の工事予定について 

  ②無電柱化工事について 

  ③広場、公園等に面する雁木の整備について 

  ④まちなか駐車場について 

  ⑤市民公園の整備、利用について 

（２）にぎわい創出広場（駅北広場）の整備について 

（３）駅北まちづくり戦略の策定について 

（４）その他 

出席者 

糸魚川市 米田市長、見辺産業部長、五十嵐市民部長、丸山消防長、斉藤復興推進課長、 

五十嵐建設課長、渡辺企画定住課長ほか職員 

被災者関係者 7 世帯 9人 （被災者関係者以外の一般参加者 4人） 

報   道 0 社 

会 議 要 旨 

１ 開  会 

２ あいさつ 

（米田市長） 

 

３ 全体説明 

説明(1)－①② 

   

  

 

 

 

説明(1)－③④⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昼の部に同じ） 

 

 

 

(1)－① 全体の工事予定について 

(1)－② 無電柱化工事について 

 一括説明：五十嵐建設課長 

 

【質疑】なし 

 

(1)－③ 広場、公園等に面する雁木の整備について 

(1)－④ まちなか駐車場について 

(1)－⑤ 市民公園の整備、利用について 

 一括説明：五十嵐建設課長 

 

【質疑】 

（男性１）市民公園の名称はどうやって決めたのですか。また、大町親水市民公

園について東屋があるという説明がありましたがどのようなものですか。 

（五十嵐建設課長）名称は市の方で決めさせていただきました。東屋については

手押しポンプの上に日除け・雨よけの屋根がある程度のものを計画しています。 

 

（男性１）大町親水市民公園だけ仮称になっている理由は。また、そういう名前

になった理由をお聞かせください。公園の名称について、わかりにくいと言った

良くない評判も耳にします。 

（五十嵐建設課長）３月にほかの７か所の公園は条例設置をしているのですが、

その時点でこの公園については工事中であり、一部土地の売買契約も完了してい

なかったことから条例には含めていないことから仮称としています。名前の意味
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説明(2) 

 

 

 

 

説明(3) 

 

 

 

説明(4) 

 

 

 

 

 

 

 

合いは、手押しポンプやそこから流れ出る水を水路にめぐらせ、子どもたちから

遊んでいただきたいというような思いから考案したものです。 

（見辺産業部長）名称については色々な思いがあろうかと思います。今後、整備

する駅北広場では愛称募集もする予定にしていますので、そういった機会を通じ

て皆さんのご意向をお聞きしていきたいと思います。 

（男性１）８か所の公園についても愛称を募集するということですか。 

（見辺産業部長）そういった声が多いようでしたら検討します。ご意見としてお

伺いさせていただきます。 

（男性１）ぜひ、愛称を募集してほしいと思います。 

 

（女性１）市民公園を何か所か歩いてみたのですが、ベンチもない状況です。立

ち止まってボーっとするわけにもいかないので、通り過ぎましたが、一休みでき

るようなイスなどを置くことはできないのですか。 

（五十嵐建設課長）現在、樹木も小さくて木陰も少なく、ベンチもないことから

高齢の方などが一休みできる状態にありません。公園の整備にあたり、まちづく

りへの主体性を育む意図から「欲しいものはみんなでつくろう」というような考

えを示させていただいて、ＤＩＹのような形で作っていってはどうかという話も

させていただいてきました。いっぺんに全部という訳にはいきませんが、少しず

つそういった一休みできる場所も増やしていきたいと考えています。 

（米田市長）市民公園はその名の通り、市民に愛着を持ってもらえるように最初

からガチッと作り込まずに、みんなで作り上げていこうという考えで進めてまい

りました。DIY でやるなら地元産材を使ったベンチにしようとか、皆さんからの

アイデアもいただきながら作りあげていく公園にしていきたいと思います。 

 

（２）にぎわい創出広場（駅北広場）の整備について 

説明：斉藤復興推進課長 

 

【質疑】なし 

 

（３）駅北まちづくり戦略の策定について 

説明：斉藤復興推進課長 

 

【質疑】なし 

 

（４）その他 

 ・9/8 消防防災フェアのご案内 

 ・駅北広場内大火記録展示品の収集協力依頼 

 ・復興住宅の交流スペースの活用について 

 

【質疑】 

（男性２）交流スペースは、どれぐらいの時間・人数が利用できるのですか。 

（林建設課長補佐）住宅にお住いの方にも配慮が必要なため、夜は 20 時ぐらい
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４ 情報センター

からのお知らせ 

 

 

５ 閉会 

までをめどにしています。人数については、備品類としてテーブル 10 脚、イス

30 脚を用意しており、会議等にもお使いいただけます。 

（男性２）駅北広場の会議スペースが集約され、オープンスペースでは広すぎる

といった時などに、こちらを使うということも考えられます。皆さん仕事が終わ

って、それからの集まりということになると 20時は少し早い感じがしますので、

これから考えていっていただけたらと思います。 

 

（荒川地域おこし協力隊の自己紹介） 

 

 

 

 

 


